
１.痙縮診療（つっぱり）についてのご案内 

 

①「痙縮って、何？」 

 

 

脳卒中、脊髄損傷、神経難病（多発性硬化症ほか）、脳性麻痺などの後遺症に由来して、筋肉が緊張して手足が

動きにくかったり、突っ張ってしまって生活動作や移動などが難しくなることがあります。 

 

②「治療はありますか？」 

　治療の一つとして、緊張した筋肉を弛緩させる「ボツリヌス療法」があります。 

 

 

③実際の診療の流れ 

　リハビリテーション科外来に事前予約を行います。 

かかりつけ医から、病気の既往や治療歴などの情報などを記載した紹介状をいただけると診療がスムーズで

す。 

紹介状がない方でも診療可能です。その際は初診料として、1,210 円（３割負担の場合）をご負担いただき

ます。 

初診受付時に問診票を提出してください。問診票の様式は、ホームページに掲載しています。診療当日に受

付で記載していただくこともできます。 

 

注射薬剤（ボツリヌストキシン）を緊張している

筋肉に注射することで筋を和らげる効果がありま

す。 

手足の突っ張りには、左図のような部位に施注を

行います。 

施注する際は、なるべく痛みを小さくするように

とても細い針（27～25 ゲージ）を用います。



1 回目診察 

「問診票」「紹介状」をもとにリハビリテーション科医師の診察にて、身体の状態を確認し本治療の対象かど

うかを判断します。 

治療の説明を行い理解、了解をしていただけましたら、「同意書」等に署名後、施注日を決めます。 

 

2 回目診察（施注日） 

前日の入浴は可能です。施注の２時間前までに食事は済ませてください。内服の制限はありません。 

施注時間は、概ね 1 時間～1 時間 30 分程度です。仰臥位、または座位になっていただき施注を行います。 

施注後のシャワーは可能です。施注部位を強くこするなどは控えてください。運動制限は特にありません。 

 

3 回目診察 

施注約 1 ヶ月で効果判定等の再診察をします。その後必要に合わせて、経過を診るため診察を行います。 

 

④治療の効果 

施注直後にも改善（筋肉が柔らかくなり突っ張りが弱くなる）してきます。 

さらに１～３ヶ月かけて筋肉を動かして、突っ張りを伸ばす運動を行うことで効果が持続します。 

その間はリハビリテーション（通所デイ、訪問、外来など）でリハ療法を受けて筋肉伸長、立位、歩行など

を集中的に行うことが効果的です。 

　＊治療内容については、担当医、リハ担当者などへ情報をお伝えします。連携手帳等も活用します。 

　＊効果は数ヶ月で軽減していきます。必要があれば、同様の治療を継続することができます。 

（概ね 12 週あければ同治療を実施できます） 

 

 

 

※次の投与までの期間や、効き方には個人差があります。

　①　初診・投与日予約
ヒアリングにより、適切な治療計画を立て初
回投与日を予約していただきます。

リハビリテーション

②
ボツリヌス療法開始
初回投与

初回投与を行います。
（治療時間１時間～1時間半）

平
均
３
～
４
ヶ
月

経過観察・リハビリテーション

③ 受診・次回投与日予約
経過を医師と相談しながら、次回投与日を予
約します。

経過観察・リハビリテーション

④ 投与
２回目投与を行います。
２回目以降は③～④を繰り返します。



⑤費用について 

保険が適用されます。使用する薬の量や注射部位、自己負担割合により費用が異なります。 

数ヶ月おきに継続して行うことが多い治療になりますので、費用について詳しくはお尋ねください。 

 

自己負担額の目安（注射薬剤 600 単位の場合） 

　１割負担の方　：　約 20,000 円 

　２割負担の方　：　約 40,000 円 

　３割負担の方　：　約 59,000 円 

 

◆負担を抑える「高額療養費制度」の活用 

　高額療養費制度を活用することで、月々の自己負担上限額は払い戻しされ負担を軽減できます。 

　自己負担上限額は、年齢・収入所得・世帯構成などで異なります。 

　70 歳以上で２割負担の方は 18,000 円、75 歳以上で 1 割負担の方は上限が 8,000 円になる場合もあ

ります。 

　３割負担の方も同一世帯での医療費を合算し、後日払い戻しされる場合もあります。 

 

◆その他医療費助成制度 

　重度心身障害者医療費助成受給者の方は、一月の治療費（外来）が 500 円に抑えられます。 

 

⑥「ボツリヌス療法　+　リハビリ入院」　について 

　当院では、ボツリヌス療法の効果を高め、長く維持するために注射後から 1～2 週間程度の短期入院による

集中リハビリテーションも行います。 

　「外来でリハビリに通うのは大変」「もっとしっかりリハビリを受けたい」など集中的に改善を求めたい方に

は入院でのリハビリを勧めます。希望の方は、診察時にご相談ください。


